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女子スカウト問題に関する調査作業グループ

報告書概要：

ボーイスカウト日本連盟が女子スカウトの参加に門戸を開いて今年で12年、また茨城県連盟が女子スカウトを受け入れてから11年が経過している。しかし、これまでに女子スカウトの現状を把握することは行っておらず、「女子スカウトを考慮に入れてスカウト運動の目的・原理・方法に基づいた活動プログラムや指導について検証する必要性がある」との意見があったことから、女子スカウト加入によるスカウト活動の変化と実状を把握することを目的とした調査を実施した。

本報告書は、各隊の隊長を対象に実施したアンケート調査に基づいて、女子スカウト加入によるスカウト活動の変化、影響や問題点、それらの問題に対してどのように対応してきたか等についてまとめたものである。調査の結果からは、男女差の問題については、既にほとんどの隊が男女分け隔てなく活動しており、どちらかといえば個人差のほうが大きいということが分かった。また、スカウト活動の多くの場で女性が活躍できる可能性が高いことも事実なので､今いる女子スカウト、スカウト経験のある女性指導者に活躍する機会を与え、重要な役務を男性同様に担えるように､皆で育成していけるような体制作りが今後の課題である。
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1. はじめに

ボーイスカウト日本連盟が女子スカウトの参加に門戸を開いて今年で12年、また茨城県連盟が女子スカウトを受け入れてから11年が経過している。しかし、これまでに女子スカウトの現状を把握することは行っておらず、「女子スカウトを考慮に入れてスカウト運動の目的・原理・方法に基づいた活動プログラムや指導について検証する必要性がある」との意見があった。

この意見を受けて、茨城県連盟コミッショナーグループでは、女子スカウト加入によるスカウト活動の変化と実状を把握することを目的とした調査を実施することとなり、県内の様々な立場の指導者メンバーにより組織された作業グループを立ち上げた。

本作業グループでは、各隊の隊長にアンケート調査を実施し、女子スカウト加入によるスカウト活動の変化、影響や問題点、それらの問題に対してどのように対応してきたか等について、明確にされていない現状を確認するべく約半年間をかけて調査を行った。そして、女子スカウトの加入後に隊活動状況に変化があったか等、女子スカウトの加入による長所や短所を確認した。この調査結果が、今後の活動を通じて男女が共に尊重することを学ぶプログラム、そのための適切な指導方法と指導者の姿勢を考えるための資料となることを願うものである。

1.1. スカウト運動への女性の参加の変遷

女子スカウトに関する調査について具体的に述べる前に、これまでのスカウト運動における女性の参加の変遷について簡単にまとめておく。

ボーイスカウト活動は、1907年に青少年の教育に貢献することを目的として、当時の時代背景からガールガイド（スカウト）とは別に「少年、青年期の者、若者」（男性）のニーズを前提に始まった。

その後、1977年に世界スカウト機構規約はスカウティングを性の区別ない「青少年」のための運動であると定義した。その時以来、スカウティングは全てのレベルにおいて、男性、女性に等しく平等に取り組む運動になった。しかし、スカウト運動が「男女に平等に開かれる」ということは、自動的に男女の教育上のニーズに対応するということや、スカウト活動に奉仕している成人が自動的に機会の均等と協力関係という精神に基づいた両性混在の環境の基で共に活動できることを意味するものではなかった。そのため各国連盟は、自分達の活動基盤である社会の特質と青少年に影響を及ぼす社会の変化を考慮しながら、慎重に検討しなければならなかった。

そのような状況の中で、1993年にバンコクで開催された第33回世界スカウト会議では「スカウティングにおけるジェンダーに関する問題」が取り上げられ、多くの提案がなされた。そして、「青少年プログラム面における少年少女、青年男女に関するもの」、「アダルトリソーシスや連盟のマネジメント分野における男女に対する機会均等」、「意思決定機関にこれまでより多くの女性の代表を出すことに関連したもの」等が明確にされた。そして、1999年7月にダーバンで開催された第35回世界スカウト会議で、使命声明と共にスカウト運動のあらゆる面における少年少女と男女の問題について初めて確認され、「スカウト運動における少年少女と男女に関する方針」の冊子がつくられた。

このような時代の変化は、創始者が狙いとした少年だけの活動に留めておけない状況に至っている。長年にわたる男女の役割分業の考え方から、男女が平等に参画することが社会の発展と安定を実現させると言う考え方が一般的となったのである。
2. 調査の目的

本調査の目的は、女子スカウトならびに女性指導者に関する問題について、その有無を含めて各隊の隊長の意識などの現状を調査して、大きく以下の３点について明らかにすることである。

第一に、女子スカウト加入による変化についての質問を、考慮すべき６つの側面に分類して、各部門、隊の規模、隊の構成（男女比）等について、女子スカウト加入による変化、問題点などの有無を比較検討する。さらに、現在女子スカウトがいる「隊」で、女子スカウトが「班長・次長」の場合とそれ以外の役務のスカウトの場合について、班における男女の比率も考慮に入れて、女子スカウトと「班」や「組」のかかわりについて、指導性、組織性、自律性、依存性、経験の活用性、向上心、モチベーション、等の視点で調査・検討する。次に、女子スカウトが好む活動の有無と、実際に隊で行われている活動プログラムがあるか、またそれが取り入れられているかについて現状を把握する。また、それが実際の活動とどのように関連しているかについても検討を行う。このような検討により挙げられた問題点から、教育制度、進歩制度、班制度、スカウト精神等に代表されるスカウト活動の一貫性の中で、女子スカウトはどのように関わっていくべきかを提案する。

第二に、調査結果から、女子スカウトの隊あるいは班へのかかわりが良い隊と悪い隊について、指導者（特に男性指導者）の意識、指導環境、指導者歴等の観点から、調査検討し、どのような隊運営をしていけばよいのかについて指針を提案する。

第三に、「女子スカウトがいる隊に女性指導者は必要か」の観点を含めて、BVS隊からRS隊までそれぞれの隊において、女性指導者の①女子スカウトに対する必要性、②男子スカウトに対する必要性、③隊における必要性の点から調査・検討し、女性指導者の重要性、貢献度、問題点を明らかにしていく。　
3. 調査の概要

3.1. 調査方法

隊長を対象にアンケートを実施し、130名から有効回答を得た。

3.2. スケジュール
調査は表 1に示すスケジュールで実施した。
表 1　　調査検討スケジュール表
	
	H19　H20
12　　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７

	会議
	12/8　1/20　2/　　3/　　4/　　5/　　6/　　7/

	ｱﾝｹｰﾄ
(1~3)



	　　　ｱﾝｹｰﾄ作成

　　　　　　　展開

　　　　　　　　　　　　集計　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案（7月）

	ｱﾝｹｰﾄ

(4~6)
	ｱﾝｹｰﾄ(1~3)の集計を基にメンバーで検討･提案(7月)


3.3. アンケートの内容
付録11.2にアンケートの内容を示すので参照されたい。
4. 回答者の基本情報

今調査に回答を寄せた各隊長（130名）の基本情報（所属部門、性別、女子スカウトの有無）は以下のとおりである。

（1） 部門
図 1に示すようにBVS隊長、CS隊長、BS隊長、VS隊長の割合は凡そ均等である。
[image: image1.emf]
図 1　回答者の所属部門の割合
（2） 性別
図 1に示すように回答者の３／４は男性、１／４が女性である。
[image: image2.emf]
図 2　回答者の性別
（3） 女子スカウトの有無
回答者130名のうち、女子スカウトの有無について回答したのは123名であり、このうち女子スカウトがいる隊は86隊、いない隊は37隊であった。部門毎の女子スカウトの有無の割合を図 3に示す。図から分かるように、上進するにしたがって女子スカウトのいる隊が減る傾向にある。

[image: image3.emf]
図 3　女子スカウトの有無
（4） 女子指導者の状況
隊毎の女性指導者の平均人数を図 4に示す。デンリーダーを配置するCS隊が最も女性指導者が多く、BS隊、VS隊と減る傾向がある。なお、回答があったRS隊には、女性指導者がいなかった。

[image: image4.emf]
図 4　隊毎の女性指導者の平均人数
5. 女子スカウト加入による隊への影響

5.1. ６つの側面（分析の視点）

各隊長は、女子スカウトの加入によってどのような変化を感じているか（あるいは女子スカウトの加入によってどのような変化を予想しているか）を分析するために、表 2に示すように設問3の項目を6つの側面（分析の視点）で分類して、各側面についての回答を得点化して分析した。
＜６つの側面＞　
①　スカウトの積極性の向上

②　規律のゆるみと指導の難しさ

③　活動内容と脱退理由の変化

④　雰囲気の向上

⑤　スカウト数の増加

⑥　男女平等への意識付け

表 2　６側面と設問３の項目の関係
[image: image5.emf]
5.2. 女子スカウトの加入による隊への影響

　（１）　女子スカウトがいる隊といない隊の指導者の意識の比較

女子スカウトがいる隊といない隊で、女子スカウト加入による隊の変化に対する意識の違いを見た（図 5参照）。ここで、点数が大きいほど「当てはまる」（小さいと「当てはまらない」）と感じ、３は「どちらともいえない」である。なお、ここでは平均値で検討しているが、各項目の分散値が１前後になっている、つまり隊長の意識が両極端に割れていないことから、平均値によって傾向を判断してよいと考えられる。
[image: image6.emf]
図 5　女子スカウトの加入による隊への影響
図 5から分かるように、６側面について女子スカウトのいる隊長といない隊長では同じ傾向、つまり女子スカウトの加入によって「男女平等の意識」が高まること感じるが、「規律のゆるみと指導の難しさ」と「活動内容と脱退理由の変化」では女子スカウトの加入による変化を感じていないことを示している。さらに、女子スカウトがいない隊の隊長が予想するより、女子スカウトがいる隊の隊長の方が強く感じる傾向にある。

併せて６側面相互の関係性を分析した。その結果、以下の側面に正の関係性が見られた。

1 「スカウトの積極性が向上する」という肯定的な変化を意識するほど、「規律のゆるみと指導の難しさ」、「活動内容と脱退理由の変化」といった否定的な側面も同時に意識しやすい。

2 「雰囲気の向上」を意識する人ほど、「男女平等の意識を持つ」という変化を感じている。

　（２）　部門別の比較

①　女子スカウトの加入による変化への意識

全体の傾向は前節のとおりであるが、ここでは隊別の傾向に違いがあるか分析した（図 6参照）。
· 「積極性の向上」については隊別の差はあまりない。

· 「規律のゆるみと指導のむずかしさ」と「活動内容と脱退理由の変化」では、年少の隊ほど当てはまらないと感じている。

· 「雰囲気の向上」では、BS隊を除いて当てはまると感じている。

· 「スカウト数の増加」では、CS隊が当てはまると感じているが、他の隊では当てはまらないと感じている。

· 「男女平等の意識を持つ」では各隊とも当てはまると感じている。
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図 6　女子スカウトの加入による変化に対する意識
　（３）　指導者の要因

女子スカウト加入による変化への影響を、設問１および２の指導者に関する要因との相関関係から分析した。

1 この結果、以下のような関係性が見られることが分かったが、この結果から因果関係までは判断できない。

2 女性デンリーダーの人数と、「スカウト数の増加」に正の相関（関係性）が見られる。

3 副長補（女性）の数と、「スカウト数の増加」および「男女平等の意識を持つ」に正の相関（関係性）がある。

4 隊集会の回数と、「活動内容と脱退理由の変化」に負の相関（関係性）が見られる。

5 隊長の定型研修参加数と、「男女平等観の獲得」に負の相関（関係性）が見られる。

　（４）　隊の規模（スカウト数）の要因

女子スカウト加入による変化への影響を、設問２のスカウト数に関する要因との相関関係から分析した。

この結果、以下のような関係性が見られることが分かったが、この結果から因果関係までは判断できない。

1 女子スカウト数と、「スカウト数の増加」は正の相関（関係性）が見られるが、「活動内容と脱退理由の変化」の相関（関係性）はあまりない。

2 女子スカウトの割合と、「活動内容と脱退理由の変化」の相関（関係性）はあまりない。

3 スカウトの入隊数と、女子加入による「スカウト数の増加」は正の相関（関係性）が見られる。

5.3. 班長・組長の性別による違い

（１）　回答者全体での班長・組長の性別による違い

班長・組長の性別によって、協調性、向上心、依存性、指導性に差があるか分析した。

図 7に挙げた４つの特徴は、いずれも女子スカウトが班長・組長の方が5～10%高くなったが、統計的に意味を持つような差は見られなかった。つまり、この結果からは女子スカウトの班長（組長）が、協調性、向上心、依存性、指導性において男子スカウトの班長（組長）よりも高いと断定できないことが分かった。

[image: image8.emf]
※　グラフの数値は、各特徴に対する肯定率

図 7　班長（組長）の性別による違い
（２）　女子スカウトの有無と班長（組長）の性別による違い

班長（組長）の性別によって、協調性、向上心、依存性、指導性が異なるかについて、女子スカウトがいる隊といない隊に分けて分析した。この結果からは、女子スカウトの「いる」「いない」による違いは見られないことが分かった。

[image: image9.emf]
※　グラフの数値は、各特徴に対する肯定率

図 8　女子スカウトの有無と班長（組長）の性別による違い
5.4. 女子スカウト加入によるプログラムの変化　

女子スカウトが加入したことによって回数が減ったり増えたりした活動があったかの問い（設問４）について図 9に示す。「ある」という回答は、多い隊でも5%に満たないことが図 9から分かるので、女子スカウトの加入よるプログラムの変化はほとんど見られない。

また、男女のスカウトそれぞれについて好む活動があるか（図 10参照）と好まない活動があるか（図 11参照）を尋ねたところ、女子より男子の方が好む活動も好まない活動も多いことが分かる。併せて、具体的な活動を隊長に上げてもらったところ、女子スカウトが好む／嫌う具体的な活動、女子スカウトが好む活動の中で男子スカウトが嫌う活動、男女ともに好む活動について、それぞれ表 3、表 4、表 5に示すような結果を得ることができた。

プログラムの変化に関連しては、隊長からは次のような意見が寄せられた。

· 女子スカウトがいてもプログラムを変えるつもりはない。

· 男女の区別無く行動している。

· プログラムも女子だからと気を遣う必要がないし、男女別の班編制をすることも考えたことがない。

· 女子スカウト加入は活動によい影響を与えているし、スキルに関しても問題点はない。

· 男子が多く所属しているBS活動に『やってみたい』と自ら望んで所属している女子であるから、あえて性別を配慮した活動を考える必要はない。

· 隊を任せられたときから女子がいたので、女子がいるのが当たり前として男女区別無く活動している。

· カブ年代は女子の方が成長しているので、指導者の意図を男子よりもよく理解できる。また、男子スカウトに負けることなく対等な立場で活動をしている。スカウトも男女わけへだて無く仲良く活動している。

[image: image10.emf]
図 9　女子スカウトの加入による活動の変化
· 女子スカウト１名の時は自分を出せなかったが、複数名となったらば「確実に物事に取り組める」、「行動の切り替えの早さ」、「面倒見のよさ」が男子スカウトによい影響を及ぼして活動が活性化した。

· 全てのスカウト活動に性差を意識して準備をしたりプログラムを変更したりすることはない。性差よりスカウトの個性を把握することに努めている。

このように男女は意識しないという意見が多いが、以下のような点については配慮が必要という意見も挙げられていた。

· 体力面

· 男女の比率のバランス

· リーダー間の共通認識

· 野外活動中のトイレ

· 服装（汗で下着が透けてしまったという事例あり）

· 女子指導者に体調管理・トイレや風呂の管理を任せている

一方、以下に示すような意見もあるので注意が必要である。

· 人見知りはしないが、（特に低学年は）自分中心になりがち。

· 上進時に先輩スカウトに女子がいないと上進を躊躇する。

· 女子スカウトが加入していない団では活動に制約が出るのではないかと懸念し、男子だけで活動したいという意見が出た。

· ビーバー年代では女子の方がリーダーシップをとるので、どちらかと言えばガールスカウト的な雰囲気になってしまう。女子がリーダーシップをとると、いざという時に突進できない弱さもみられる。

· 男女間の距離感より同性間の距離感の方がちかい。

· まだ女子スカウトが少ないせいか、訓練は男子スカウトと同じ内容でなくてもよいのではないかと思うこともある。長く活動を続けられるよう配慮をしたい。

· 男子スカウトが不足している。

· 女子はやはりガールスカウトへ。（奥さんがガールスカウトの方から）ボーイスカウトの中では女らしさができない。
· 入隊時や上進時のスカウトへの意識付けが大切。また、問題が合った場合は相談や話し合いができる環境作りが必要。

[image: image11.emf]
図 10　好む活動の有無（男女別）
[image: image12.emf]
図 11　好まない活動の有無（男女別）

表 3　女子スカウトが好む活動と嫌う活動
	女子スカウトが好む活動
	女子スカウトが嫌う活動

	・料理　　　　　　　　　・創る

・野外活動　　　　　　　・図画工作


・造形　　　　　　　　　・スタンツ

・ソング　　　　　　　　・手芸



・里山遊び
　　　　・ブランコ


・綱渡り　　　　　　　　・ハンモック

・ロープに滑車を付けた遊び（ターザン）

・木の実拾い　　　　　　･室内活動

・サイクリング　　　　　・隊キャンプ

・火おこし　　　　　　　・菓子作り

・調べ物
	・球技

･登山

･サイクリング

・野外活動

・ハイキング

・スポーツ


表 4　女子スカウトが好むプログラムで男子スカウトが好まないプログラム
	・学習型プログラム


・じっくり座ってやるもの

・室内の集会



・ソング

・スタンツの発表


・何かをまとめて結果を発表する


表 5　男子スカウトも女子スカウトも好むプログラム
	・野外活動


・ブランコ　　

・綱渡り

・ハンモック

・ロープに滑車をつけて遊ぶ

・木の実拾いなど


6. スカウトのイメージ

アンケートの最後に、女子スカウトと男子スカウトのイメージについて尋ねた。

図 12に女子スカウトに対する隊長のイメージを、図 13には男子スカウトに対する隊長のイメージを示している。これらの図からは、女子スカウトに対するイメージも男子スカウトに対するイメージも良く似ており、特徴的な差異は見られない。

[image: image13.emf]
図 12　部門別に見た女子スカウトのイメージ（肯定的）
[image: image14.emf]
図 13　部門別に見た男子スカウトのイメージ（肯定的）
7. 女性指導者の役割

（１）　女性指導者に対する意識について

設問５では、女性指導者に対する隊長の意識について質問した。各項目について、「非常に当てはまる」および「やや当てはまある」と回答した人の割合を図 14示す。
この結果から、以下のことが分かる。

· 女性指導者は、スカウトや保護者への心配りができるので円滑な人間関係の維持に貢献していると考えている隊長が多い。

· 女性指導者は、スカウトの安全や衛生面、心身の健康の管理者としての位置づけが大きい。

· 女性指導者は、隊活動の準備をしっかり行うなど、重要なポジションで奉仕している半数の隊長が意識している。

· 女性指導者の消極的な一面は、スカウト技能の不足やスカウトが自然と甘えると3割程度の隊長が見ている。

[image: image15.emf]
※単位：％

図 14　女性指導者に対する意識
（２）　女性指導者に対する意識（隊別）

女性指導者に対する意識の中で、隊毎の統計的な差が見られた項目を図 15に示す。数値（平均値）が高いほどその項目に同意していることを示す。

この結果から、以下のことが分かる。

· 「隊活動・隊集会のための準備をしっかりとおこなっている」は、年少の隊ほど高く、特にBVS隊とVS隊での差が明確である。

· 「体と心の健康について、配慮している」は、年少の隊ほど高く、特にBVS隊とVS隊での差が明確である。

· 「保護者との関係について、細かい配慮ができる」はBVS隊が最も高く、特にBVS隊とBS隊の差が明確である。

· 「スカウト一人ひとりの個性をよく把握する」は、年少の隊ほど高く、特にBVS隊とVS隊で差が明確である。

· 「スカウトへの接し方が上手である」は、CS隊が最も高く、特にCS隊とBS隊の差が明確である。

· 「スカウトが自然に甘えることがある」は、年少の隊ほど高く、特にCS隊とBS隊の差が明確である。

· 隊間で差がみられた項目は、女性指導者に対する意識でも回答率の高かった項目であった。つまり、年少の隊ほど、女性指導者はスカウトの安全・健康管理や円滑な人間関係に貢献していると言える。

[image: image16.emf]
※単位：％

図 15　女性指導者に対する意識（隊別）
8. 今後の課題

ここでは、あらためて女性スカウト、女性指導者としての在り方について考えてみることから、今後の課題を明らかにしていく。

私たちは、女子スカウトに何を求めているのか？そして、Ｂ－Ｐが求める立派な社会人の女性版として将来の女性像はあるべきか？そのためには、どの様にスカウティングに関わらせていけばよいのか？これらに関して、調査チームメンバーの意見は以下のようにまとめられる。

（1） 女子スカウトに求めるもの

1） 女子スカウト、女性指導者ともに、依存、甘え、転嫁、逃避など女性特有と言われている現象から打破することを期待する。
2） 今日までのスカウト経験から学んできた多くの事を、次のスカウト達に語りついでほしい。その結果、楽しさや、感動の体験を伝え聞く事によって中途退団者が減ることも期待する。
3） VS、RS年代の女子スカウトは、女性指導者の良き理解者であり、協力者になってほしい。

4） 若さ故にチヤホヤされる時期があるかと思われるが、常に毅然とした態度で行動してほしい。

5） 指導者とスカウト間のパイプ役は、スカウト目線のプログラム、ニーズの集約などの点から女子スカウトの活躍を期待する。
6） 「女子スカウト、女性指導者共に女性だから・・・」は許されない。常にスキルアップをしてほしい。
（2） 女性指導者はどうあるべきか

1） 現在関わっている女子スカウトが指導者になるまでの長期の展望を持った育成に責任を持ってほしい。
2） 女子スカウトの親（特に母親）は重要な相談相手である。家族を巻き込んで行く手腕は女性指導者が最適なので、情報の提供や、コミュニケーションを計り、将来の指導者になる様に導いていくことを期待する。
3） スカウト出身の若い女性指導者に対しては「もうスカウトではない」と云う自覚を促がしながら、大事に育て、多くの活躍の場を与える。

4） スカウト出身の女性指導者はスカウト年代に近いことから、彼女たちから多くの体験談を含む生の声を聞いて、今後のスカウト指導に役立てたい。
5） メールに代表されるITの時代ではあるが、本当に物事を伝える時は、電話をするか、少しの時間でも会って伝える事が大事である。そういう気づかいのできる指導者（男性指導者も）の姿が大切（スカウト出身の若き指導者の声）。
6） 男性社会からの打破。
（3） 女性指導者のスカウト活動への関わり方の例
1） 女性は地域社会で広いネットワークを持っている場合が多いので、役所、学校関係、企業の役員、議員さん等に用事がある場合に協力を依頼する。
2） 団内にはスキルも経験もある女性指導者がいる場合には、指導者経験や研修経験を持たない団委員等にスカウト活動のA・B・Cを伝える役を期待する。
3） 地区の役員等が「時間がない」や「もう年だから」などが口癖になっているような場合には、女性の活用が地区の活性化につながる可能性がある。
今回の調査は隊長の意見を聞いたものでスカウトの意見ではないことに注意が必要ではあるが、全体的には男女差が隊やプログラムにあまり影響していないことが分かった。影響がある場合でも限定的なものであり、男女に体力の差があっても思いやりの心を持っていれば、これらの問題は解決できると考えられる。したがって、まだ女子スカウトを受け入れていない団（隊）では、まず女子スカウトの受入れを検討願いたい。
スカウトや指導者を男女の別で見るのではなく、１人の人間として見ていく事が次の時代のスカウト活動につながるものと考える。スカウト活動の多くの場で女性が活躍できる可能性が高いことも事実なので､今いる女子スカウト、スカウト経験のある女性指導者に活躍する機会を与え、団委員長、地区委員長、地区コミッショナー、各種委員長、県コミッショナー等の重要な役務を男性同様に担えるように､皆で育成していけるような体制作りが今後の課題と提議する。
また、女子スカウト／男子スカウトが好む活動があることが分かったが、これにはプログラムの質が関係している可能性がある。分析結果の男女のイメージを見ると、「仲間意識が強い」と「野外活動を好む」では男女の差異は顕著である。この結果は、野外活動のプログラム（内容）によって男女の差が表れていると考えられるので、女子も一緒に楽しめる野外活動プログラムの開発も必要であり、男女の役割分担につながるようなプログラムであることが望ましい。

9. アンケートに対する意見

今回の調査に寄せられた意見の中にはアンケートそのものに対するものもあったので、以下に代表的な意見を紹介する。

· アンケートの内容を男女で分けるのは困難である。性別ではなく個性（を問うべき）だろう。

· 女子スカウトがいない隊が想定で答えるのには意味を感じない。

· アンケートより宿泊型のフォーラムなどを行い観察をした方が有効であろう。

· 今までのプログラムや活動は女子を意識していなかったが、今回のアンケートによって（性差について）意識をしなければならないのかと疑問が生じた。

· 「女性指導者だから・・・・」というアンケートはかえって女性を特別視しているように感じた。

· 男女がいると言うことはごく当たり前のことであるのだからスカウト活動の中でも特別に取り上げる必要はないのではないか。

· 「小さい子供を持つ女性リーダーが夜間の活動に出席できない＝指導者の適性がない」ではないだろう。スキル不足は女性指導者とは限らず、経験が浅い男性指導者であっても同じ事が言えるであろう。

10. おわりに

　今回の調査をきっかけに、多くの指導者が女子スカウトの現状と問題点に関心を持つことによって、今後のスカウト活動によい影響を与えることを願う。

スカウト運動への女子加入を認めて１０年余りが経ったが、日本では、スタートから現在に至るまで「ボーイ」がついたままで行われ続けたこの運動は、当初から少なからずの疑問と不安や懸念を持ったままに進められてきたと言える。女子加入が、それ以前の男子を前提としたボーイスカウト運動にどのような影響を与えたのか。本来あるべきスカウティングプログラム、指導方法やシステム、組織、活動に質と幅の両面で制約を与えてはいないだろうか。運動の目的への疑義や目標の低下などの影響は無いのか、等など。これらについて明確な確認をすることなく今日に至っている。

この度の調査研究は、以上のような点にスポットを当て、女子加入後の活動状況の変化、や女子加入による長所、短所などの影響をすこしでも明確するようにした。加えて、今後の活動を通じて男女が互いに尊重することを学び、それらを身に付けることができるより良いプログラムとは何か ? そして、そのための適切な指導方法と指導者のあり方についてどうあるべきかについてなど、これまでの活動を振り返る良い機会を得たものと確信する。

アンケートの結果からは、各論的に多々興味あるものや、予想外の分析結果などを確認する事が出来た。例えば男女差の問題については、既にほとんどの隊が男女分け隔てなく活動しており、どちらかといえば個人差のほうが大きいという回答が顕著であった。そうであれば男女差は個人差の一種と考え、スカウト活動でも男女スカウトそれぞれがグループの中で役に立つ場所を見つけ、能力を発揮し、お互いの欠点を補い合って協力関係を作り上げるプロセスがあればよい。そして、指導者がそのように考えてスカウトをサポートしつつ導けばよい。さらに、指導者に対しても同様で、性差を含む個性を補い合えばよい等、多くの事を明らかにすることができた。

今回のアンケート調査は、県内各隊の隊長ならびに地区コミッショナーの協力によって130票の有効票を回収することができ、たいへん興味深い結果を示すことができた。加えてこの調査を進めるにあたっては、団関係者をはじめとする大勢の方々の支援と協力、アンケートに対する専門家の助言と分析などの協力、これに取り組んだメンバーが示した熱意、等が不可欠であったことを述べ、協力頂いたこれらの方々に対する感謝の気持ちとする。
11. 付録

11.1. 調査依頼文
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11.2. アンケート
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コラム　調査メンバーの感想


今回のアンケート調査や会議を通して私が感じたことは、スカウト達はわたしたち大人が危惧しているほど男女一緒の活動をいやがってはいないし、指導者が特別扱いしてくれることを女子が望んではいないことである。


女子問題というのはそう言い出した周囲の大人達が作りだしたものであるのではないか。女子のテントをのぞけないというのも女子を意識している男子指導者の言葉ではないか。指導のためであれば問題ないと思うし、女子スカウトもいやがらないのではないか。


性差は確かにあるが、ガールスカウトではなくボーイスカウト活動を選んだ女子は困難な活動であってもやり遂げようと努力をするし、難しいと思われるときは周囲の男子スカウトが手をさしのべることがあってもよいのではないか。それは女子特有とされる甘えとか要領の良さではなく、別な部分で女子スカウトが男子スカウトを助けることであり、これはスカウト活動だけではなく日常あらゆる場面で行われていることである。








